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第13回通常総会開催

令
和
６
年
度

　
事
業
計
画
・
収
支
予
算

　
６
月
６
日
（
木
）
、「
割
烹
一
楽
」（
新

潟
市
秋
葉
区
新
津
本
町
２-

７-

10
）
に
お

い
て
、
新
津
税
務
署
長
丸
山
和
史
様
を
は

じ
め
、
関
東
信
越
税
理
士
会
新
津
支
部
長

茂
野
拡
朗
様
ほ
か
多
数
の
ご
来
賓
を
賜
り
、

第
13
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
小
出
会
長
か
ら
、
ご
来

賓
並
び
に
会
員
に
対
し
、
昨
年
度
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
５
類
へ
移
行
し
社
会

経
済
活
動
が
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
へ
と
向
か
う

中
、
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
に
よ
り

事
業
活
動
が
実
施
で
き
た
こ
と
へ
の
感
謝

の
意
を
伝
え
た
後
、
総
会
の
議
事
へ
入
り

ま
し
た
。
ま
ず
、
第
１
号
議
案
で
あ
る

「
令
和
５
年
度
収
支
決
算
承
認
の
件
」
が

上
程
さ
れ
、
こ
れ
に
関
連
す
る
理
事
会
承

認
事
項
の
「
令
和
５
年
度
事
業
報
告
」
の

説
明
が
行
わ
れ
、
吉
田
監
事
よ
り
監
査
報

告
が
な
さ
れ
た
後
、
小
出
議
長
が
議
場
に

諮
っ
た
と
こ
ろ
満
場
異
議
な
く
原
案
ど
お

り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
更
に
、
報
告

事
項
と
し
て
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
「
令

和
６
年
度
事
業
計
画
」
「
令
和
６
年
度
収

支
予
算
」
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
、
第

13
回
通
常
総
会

は
終
了
致
し
ま

し
た
。

　
総
会
で
は
、

４
名
の
優
良
経

理
担
当
者
表
彰

式
並
び
に
ノ
ー

ス
ア
ジ
ア
経
済

大
学
特
任
教
授

の
野
口
秀
行
氏

を
招
い
て
の
記

念
講
演
会
も
併

せ
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

Ⅰ

　基
本
方
針

　
令
和
６
年
度
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に

お
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
か
ら
い
か
に

早
く
脱
し
、
正
常
な
活
動
を
取
り
戻
す
こ

と
が
で
き
る
か
、
ま
た
、
物
価
高
や
「
２

０
２
４
年
問
題
」
へ
の
対
応
を
ど
れ
だ
け

的
確
に
行
い
健
全
な
事
業
展
開
を
維
持
発

展
さ
せ
て
い
け
る
か
が
問
わ
れ
る
も
の
で

あ
る
。
能
登
半
島
地
震
に
象
徴
さ
れ
る
自

然
災
害
や
緊
張
が
増
す
国
際
情
勢
等
今
後

起
こ
り
う
る
様
々
な
事
象
に
よ
る
影
響
や

リ
ス
ク
も
念
頭
に
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当

会
は
引
き
続
き
法
人
会
の
理
念
で
あ
る

「
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
企

業
に
発
展
を
支
援
し
、
地
域
の
振
興
に
寄

与
し
、
国
と
社
会
の
繁
栄
に
貢
献
す
る
経

営
者
の
団
体
」
と
し
て
、
税
務
機
関
、
関

係
諸
団
体
と
の
連
携
協
調
を
図
り
な
が
ら

積
極
的
に
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
を
基
本
方
針
と
す
る
。

Ⅱ

　主
な
事
業
計
画

　
１
．
税
を
巡
る
諸
環
境
の
整
備
改
善
等

を
図
る
た
め
の
事
業
（
税
に
関
す
る
研
修

会
・
セ
ミ
ナ
ー
、
講
演
会
、
租
税
教
育
、

税
の
調
査
研
究
、
税
の
広
報
事
業
）
２
．

地
域
の
経
済
社
会
環
境
の
整
備
・
改
善
等

を
図
る
た
め
の
事
業
（
講
演
会
・
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
事

業
、
地
域
の
福
祉

問
題
や
環
境
問
題

な
ど
の
改
善
に
資

す
る
事
業
）
３
．

会
組
織
の
充
実
、

福
利
厚
生
に
資
す

る
事
業
（
組
織
の

強
化
・
充
実
、
福

利
厚
生
事
業
、
青

年
部
・
女
性
部
の

充
実
）
４
．
会
員

支
援
事
業
と
親
睦

並
び
に
友
誼
団
体

と
の
連
携
強
化

≪

優
良
経
理
担
当
者
表
彰
式≫

　
法
人
会
で
は
、
企
業
に
と
っ
て
最
も
中

枢
的
な
部
門
を
担
当
し
て
い
る
経
理
担
当

者
の
う
ち
、
会
員
法
人
の
事
業
進
展
に
功

労
顕
著
な
方
々
の
労
に
報
い
る
た
め
、
表

彰
し
て
い
ま
す
。

　法
人
名 

被
表
彰
者
（
敬
称
略
）
勤
続
年
数

一
、
阿
部
印
刷 

株
式
会
社

　
　
　
　
　久
保
田

　薫

　
　二
十
九
年

一
、
有
限
会
社 

エ
ン
ド
レ
ス
ラ
イ
ン

　
　
　
　
　長
谷
川

　英
子

　二
十
九
年

一
、
新
津
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　齋
藤

　弘
美

　
　二
十
六
年

　
　
　
　
　小
田

　葉
子

　
　
　十
七
年

　
総
会
に
続
き
、
東
京
大
学
大
学
院
非
常

勤
講
師
・
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
経
済
学
部

特
任
教
授
の
野
口
秀
行
氏
に
よ
る「
２
０

２
４
年
変
わ
る
世
界
、
変
わ
る
日
本
」
と

題
し
て
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ア

メ
リ
カ
や
中
国
な
ど
の
世
界
経
済
の
動
向

と
そ
れ
に
対
応
す
る
ラ
ピ
ダ
ス
を
例
と
す

る
日
本
の
戦
略
と
将
来
の
課
題
に
つ
い
て

詳
細
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

税理士会新津支部長
茂 野 拡 朗　様

新津税務署長
丸 山 和 史　様

受
賞
お
め
で
と
う

　
　
　ご
ざ
い
ま
し
た
！

総
会
記
念
講
演
会

総
会
記
念
講
演
会

令 和 5 年 度 収 支 決 算 報 告

［令和６年３月31日現在］

［自 令和５年４月１日  至 令和６年３月31日］

◆第13回通常総会（令和６年６月６日開催）において承認されました。貸借対照表

正味財産増減計算書

（単位：円）

（単位：円）

科　　　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ　資産の部

　１．流動資産

　　　現金　　 20,840 31,325 △ 10,485

　　　預金（普通・振替・定期） 5,520,458 5,109,561 410,897

　　　前払金　 88,180 429,540 △ 341,360

【流動資産合計】 5,629,478 5,570,426 59,052

　２．固定資産

  　（1）基本財産

　　　　定期預金 5,000,000 5,000,000 0

  　（2）特定資産

　　　　什器備品減価償却引当資産 128,502 128,502 0

　　　　退職給付引当資産 0 1,080,046 △ 1,080,046

  　（3）その他の固定資産

　　　　電話加入権 74,984 74,984 0

【固定資産合計】 5,203,486 6,283,532 △ 1,080,046

　　資産合計 10,832,964 11,853,958 △ 1,020,994

Ⅱ　負債の部

　１．流動負債

　　　未払金 0 0 0

　　　預り金 74,400 77,655 △ 3,255

【流動負債合計】 74,400 77,655 △ 3,255

　２．固定負債

　　　退職給付引当金 0 1,080,046 △ 1,080,046

【固定負債合計】 0 1,080,046 △ 1,080,046

　　負債合計 74,400 1,157,701 △ 1,083,301

　　正味財産（資産－負債） 10,758,564 10,696,257 62,307

　　負債及び正味財産合計 10,832,964 11,853,958 △ 1,020,994

科 　   目 当年度 前年度 増　減

　  基本財産運用益 100 100 0

　  特定資産運用益 9 0 9

　  受取会費 3,666,000 3,750,000 △ 84,000

　  事業収益 512,000 711,000 △ 199,000

　  受取補助金等 6,982,500 6,890,600 91,900

　  雑収益 127,406 304,165 △ 176,759

　経常収益計（Ａ） 11,288,015 11,655,865 △ 367,850

    事業費 9,370,950 10,340,162 △ 969,212

    管理費 1,854,758 2,122,592 △ 267,834

　経常費用計（Ｂ） 11,225,708 12,462,754 △ 1,237,046

　当期経常増減額（Ａ－Ｂ） 62,307 △ 806,889 869,196

  　経常外収益 0 0 0

　　経常外費用 0 0 0

　　当期経常外増減額 0 0 0

　　税引前当期一般正味財産増減額 62,307 △ 806,889 869,196

　　法人税、住民税および事業税 0 0 0

　　当期一般正味財産増減額 62,307 △ 806,889 869,196

　　一般正味財産期首残高 10,696,257 11,503,146 △ 806,889

　　一般正味財産期末残高 10,758,564 10,696,257 62,307

　正味財産期末残高 10,758,564 10,696,257 62,307

公益社団法人 新津法人会だより第　69　号 2024・９ ・30（2）



第13回通常総会開催

令
和
６
年
度

　
事
業
計
画
・
収
支
予
算

　
６
月
６
日
（
木
）
、「
割
烹
一
楽
」（
新

潟
市
秋
葉
区
新
津
本
町
２-

７-

10
）
に
お

い
て
、
新
津
税
務
署
長
丸
山
和
史
様
を
は

じ
め
、
関
東
信
越
税
理
士
会
新
津
支
部
長

茂
野
拡
朗
様
ほ
か
多
数
の
ご
来
賓
を
賜
り
、

第
13
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
小
出
会
長
か
ら
、
ご
来

賓
並
び
に
会
員
に
対
し
、
昨
年
度
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
５
類
へ
移
行
し
社
会

経
済
活
動
が
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
へ
と
向
か
う

中
、
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
に
よ
り

事
業
活
動
が
実
施
で
き
た
こ
と
へ
の
感
謝

の
意
を
伝
え
た
後
、
総
会
の
議
事
へ
入
り

ま
し
た
。
ま
ず
、
第
１
号
議
案
で
あ
る

「
令
和
５
年
度
収
支
決
算
承
認
の
件
」
が

上
程
さ
れ
、
こ
れ
に
関
連
す
る
理
事
会
承

認
事
項
の
「
令
和
５
年
度
事
業
報
告
」
の

説
明
が
行
わ
れ
、
吉
田
監
事
よ
り
監
査
報

告
が
な
さ
れ
た
後
、
小
出
議
長
が
議
場
に

諮
っ
た
と
こ
ろ
満
場
異
議
な
く
原
案
ど
お

り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
更
に
、
報
告

事
項
と
し
て
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
「
令

和
６
年
度
事
業
計
画
」
「
令
和
６
年
度
収

支
予
算
」
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
、
第

13
回
通
常
総
会

は
終
了
致
し
ま

し
た
。

　
総
会
で
は
、

４
名
の
優
良
経

理
担
当
者
表
彰

式
並
び
に
ノ
ー

ス
ア
ジ
ア
経
済

大
学
特
任
教
授

の
野
口
秀
行
氏

を
招
い
て
の
記

念
講
演
会
も
併

せ
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

Ⅰ

　基
本
方
針

　
令
和
６
年
度
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に

お
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
か
ら
い
か
に

早
く
脱
し
、
正
常
な
活
動
を
取
り
戻
す
こ

と
が
で
き
る
か
、
ま
た
、
物
価
高
や
「
２

０
２
４
年
問
題
」
へ
の
対
応
を
ど
れ
だ
け

的
確
に
行
い
健
全
な
事
業
展
開
を
維
持
発

展
さ
せ
て
い
け
る
か
が
問
わ
れ
る
も
の
で

あ
る
。
能
登
半
島
地
震
に
象
徴
さ
れ
る
自

然
災
害
や
緊
張
が
増
す
国
際
情
勢
等
今
後

起
こ
り
う
る
様
々
な
事
象
に
よ
る
影
響
や

リ
ス
ク
も
念
頭
に
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当

会
は
引
き
続
き
法
人
会
の
理
念
で
あ
る

「
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
企

業
に
発
展
を
支
援
し
、
地
域
の
振
興
に
寄

与
し
、
国
と
社
会
の
繁
栄
に
貢
献
す
る
経

営
者
の
団
体
」
と
し
て
、
税
務
機
関
、
関

係
諸
団
体
と
の
連
携
協
調
を
図
り
な
が
ら

積
極
的
に
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
を
基
本
方
針
と
す
る
。

Ⅱ

　主
な
事
業
計
画

　
１
．
税
を
巡
る
諸
環
境
の
整
備
改
善
等

を
図
る
た
め
の
事
業
（
税
に
関
す
る
研
修

会
・
セ
ミ
ナ
ー
、
講
演
会
、
租
税
教
育
、

税
の
調
査
研
究
、
税
の
広
報
事
業
）
２
．

地
域
の
経
済
社
会
環
境
の
整
備
・
改
善
等

を
図
る
た
め
の
事
業
（
講
演
会
・
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
事

業
、
地
域
の
福
祉

問
題
や
環
境
問
題

な
ど
の
改
善
に
資

す
る
事
業
）
３
．

会
組
織
の
充
実
、

福
利
厚
生
に
資
す

る
事
業
（
組
織
の

強
化
・
充
実
、
福

利
厚
生
事
業
、
青

年
部
・
女
性
部
の

充
実
）
４
．
会
員

支
援
事
業
と
親
睦

並
び
に
友
誼
団
体

と
の
連
携
強
化

≪

優
良
経
理
担
当
者
表
彰
式≫

　
法
人
会
で
は
、
企
業
に
と
っ
て
最
も
中

枢
的
な
部
門
を
担
当
し
て
い
る
経
理
担
当

者
の
う
ち
、
会
員
法
人
の
事
業
進
展
に
功

労
顕
著
な
方
々
の
労
に
報
い
る
た
め
、
表

彰
し
て
い
ま
す
。

　法
人
名 

被
表
彰
者
（
敬
称
略
）
勤
続
年
数

一
、
阿
部
印
刷 

株
式
会
社

　
　
　
　
　久
保
田

　薫

　
　二
十
九
年

一
、
有
限
会
社 

エ
ン
ド
レ
ス
ラ
イ
ン

　
　
　
　
　長
谷
川

　英
子

　二
十
九
年

一
、
新
津
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　齋
藤

　弘
美

　
　二
十
六
年

　
　
　
　
　小
田

　葉
子

　
　
　十
七
年

　
総
会
に
続
き
、
東
京
大
学
大
学
院
非
常

勤
講
師
・
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
経
済
学
部

特
任
教
授
の
野
口
秀
行
氏
に
よ
る「
２
０

２
４
年
変
わ
る
世
界
、
変
わ
る
日
本
」
と

題
し
て
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ア

メ
リ
カ
や
中
国
な
ど
の
世
界
経
済
の
動
向

と
そ
れ
に
対
応
す
る
ラ
ピ
ダ
ス
を
例
と
す

る
日
本
の
戦
略
と
将
来
の
課
題
に
つ
い
て

詳
細
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

税理士会新津支部長
茂 野 拡 朗　様

新津税務署長
丸 山 和 史　様

受
賞
お
め
で
と
う

　
　
　ご
ざ
い
ま
し
た
！

総
会
記
念
講
演
会

総
会
記
念
講
演
会

令和６年度　収支予算書（損益計算ベース）

［自　令和６年４月１日 　至　令和７年３月31日］ （単位：円）

科    目 当年度 前年度 増　減

　　基本財産運用益 200 200 0

　　特定資産運用益 20 20 0

　　受取会費 3,592,000 3,636,000 △ 44,000

　　事業収益 1,085,000 1,180,000 △ 95,000

　　受取補助金等 6,803,800 6,819,500 △ 15,700

　　雑収益 130,100 130,200 △ 100

　経常収益計（Ａ） 11,611,120 11,765,920 △ 154,800

　　事業費 10,200,700 9,807,150 393,550

　　管理費 1,965,900 1,946,000 19,900

　経常費用計（Ｂ） 12,166,600 11,753,150 413,450

　当期経常増減額（Ａ－Ｂ） △ 555,480 12,770 △ 568,250

　　経常外収益 0 0 0

　　経常外費用 0 0 0

  　当期経常外増減額 0 0 0

  　税引前当期一般正味財産増減額 △ 555,480 12,770 △ 568,250

　　法人税、住民税および事業税 0 0 0

　  当期一般正味財産増減額 △ 555,480 12,770 △ 568,250

　  一般正味財産期首残高 10,758,564 10,745,794 12,770

　  一般正味財産期末残高 10,203,084 10,758,564 △ 555,480

  正味財産期末残高 10,203,084 10,758,564 △ 555,480
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こ
の
度
の
人
事
異
動
で
、
新
津
税
務
署
長
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
池
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
前
任
は
、
関
東
信
越
国
税
局
徴
収
部
国
税
訟
務
官

を
務
め
て
お
り
ま
し
た
。
本
年
度
、
初
め
て
の
新
潟

県
勤
務
で
、
新
津
税
務
署
に
勤
務
で
き
ま
し
た
こ
と

を
、
大
変
光
栄
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
公
益
社
団
法
人
新
津
法
人
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃

か
ら
税
務
行
政
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
多

大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
「
よ
き
経
営
者
を
目

指
す
も
の
の
団
体
」
と
し
て
、
会
員
の
皆
様
方
に
正

し
い
税
知
識
の
普
及
や
納
税
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
各
種
研
修
会
の
開
催
や
ｅ―

Ｔ
ａ

ｘ
の
利
用
促
進
、
「
自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」

を
活
用
し
た
企
業
の
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
向

上
へ
の
取
組
な
ど
を
通
じ
、
会
員
の
積
極
的
な
自
己

啓
発
を
支
援
し
、
企
業
の
健
全
な
発
展
に
貢
献
さ
れ

て
お
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
「
租
税
教
室
」
や
「
税
に
関
す
る
絵
は
が

き
コ
ン
ク
ー
ル
」
な
ど
の
租
税
教
育
活
動
、
福
祉
施

設
へ
の
「
タ
オ
ル
・
古
切
手
等
の
寄
贈
」
な
ど
の
社

会
貢
献
活
動
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
と

伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
は
、
小
出
会
長
を
は
じ
め
、
役
員

の
皆
様
方
の
ご
尽
力
と
、
会
員
皆
様
方
の
ご
熱
意
の

賜
物
で
あ
り
、
こ
こ
に
深
く
敬
意
を
表
す
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
国
税
当
局
で
は
、
経
済
社
会
の
変
化
や
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
等
を
踏
ま
え
、
「
あ
ら
ゆ
る
税

務
手
続
が
税
務
署
へ
行
か
ず
に
で
き
る
社
会
」
と
い

う
将
来
像
に
向
け
て
、
ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ
等
の
利
便
性
の

向
上
や
相
談
対
応
・
情
報
発
信
の
改
善
な
ど
、
様
々

な
納
税
者
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
決
算
書
等
の
添
付
書
類
を
含
め
た
ｅ―

Ｔ

ａ
ｘ
に
よ
る
申
告
と
、
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
な
ど
を
利

用
し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の
利
用
促
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
税
務
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る

中
で
、
円
滑
な
税
務
行
政
を
遂
行
し
て
い
く
た
め
に

は
法
人
会
の
皆
様
と
の
、
よ
り
一
層
の
連
携
・
協
調

関
係
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
当
た
り
、
公
益
社
団
法
人
新
津
法
人
会
の

益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
企
業
の
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
繁
栄
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
着
任
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

池

　田

　雅

　俊

新
津
税
務
署
長

着
任
の
ご
挨
拶

着
任
の
ご
挨
拶

内部事務のセンター化に関するお願い
　「内部事務のセンター化」とは、事務の効率化等のため、複数の税務署の内部事務を専担部署（業務センター
室）で集約処理する取り組みです。
　また、内部事務のセンター化は、納税者の皆様の所轄税務署を変更するものではございません。
　
●申告書・申請書及び添付書類等を提出する際は、以下のとおりご対応いただきますようお願いいたします。
・e-Tax（データ）により提出する場合は、新津税務署へ送信願います。
・書面による提出する場合は、業務センター室新潟分室へ郵送願います。
●書面の申告書、申請書及び添付書類等を、業務センター室新潟分室へ直接持ち込むことはできません。
●業務センター室では、納税者や税理士の皆様に対し、内部事務を処理するために電話や文書によりお問い合わ
せさせていただくことがございます。
●電話による納税相談や申告書、申請書等の用紙の送付は、業務センター室では行っておりません。
●納税証明書の交付・面接による相談、現金による国税の納付などの窓口対応は、新津税務署で行います。

【名　　　　　　称】関東信越国税局業務センター新潟分室
【設 置 場 所】新潟市中央区川岸町１丁目49番地６
【申告書等の送付先】〒951-8625　関東信越国税局業務センター新潟分室（送付先住所の記載は不要です）
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令和６年分 年末調整説明会令和６年分 年末調整説明会

　新津法人会では、当会主催で新津税務署の担当官による説明会を開催いたします。
　日程・会場等は下記のとおりです。

受講を希望される方は、ホームページ掲載の受講申込書をダウンロードして下記へＦＡＸかＴＥＬまたは

メールにてお申込み下さい。

※開催は上記の１回のみとなりますので、ご注意ください。

（公社）新津法人会事務局 ＴＥＬ  0250-23-3488 / ＦＡＸ 0250-25-7322
メールアドレス  niitsuhoujinkai@niigata.email.ne.jp

新津法人会のホームページからインターネットセミナーが無料でご覧になれます。新津法人会のホームページからインターネットセミナーが無料でご覧になれます。

視
聴
方
法

新津法人会

新津法人会ホーム
ページにアクセス

トップページから
インターネットセミナーの

バナーをクリック

会員
無料

講師・テーマは多種多様です。是非ご活用ください。

I D：hj1003
パスワード：3488

会員専用 I D・パスワード

（公社）新津法人会は新津税務署管内の法人企業によって自主的に結成された公益法人であり、

税に関する活動を通じて企業活動の発展や地域振興への貢献を目指しています。

・公平で健全な税制実現のために会員企業の声を立法府等にアピールするとともに、税の啓発や

租税教育を積極的に進めています。

・税知識の普及を図る研修会・講演会を実施し参考図書・資料等の無償配布も行っています。

・各種研修会や事業へ参加することで様々な業種の経営者との交流が生まれます。

法人会新規会員を募集しています

　法人会では、自らの向上と社会への貢献に参加できる喜びを共に分かち合える仲間を募集して

います。会員企業におかれましても、お近くの企業やお取引先企業に是非とも入会をお勧めして

ください。

開催日 開催時間 開催場所 定　員

１１月２８日（木） １３：３０～１５：３０
新潟市秋葉区文化会館

１階練習室１
（新潟市秋葉区新栄町4-23）

５０名
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研
修
会
開
催

研
修
会
開
催

◆
税
務
研
修
会

　「
法
人
税
・
消
費
税
申
告
説
明
会
」

　

新
津
税
務
署
と
の
共
催
で
２
月
５
日
に
五
泉

地
区
（
五
泉
市
総
合
会
館
）、
２
月
６
日
と
５

月
29
日
に
新
津
地
区
（
秋
葉
区
文
化
会
館
）、

５
月
28
日
に
東
蒲
地
区
（
阿
賀
町
文
化
福
祉
会

館
）
の
３
会
場
に
分
け
て
開
催
し
ま
し
た
。
新

津
税
務
署
法
人
課
税
部
門
松
浦
上
席
国
税
調
査

官
よ
り
、
令
和

５
年
度
・
令
和

６
年
度
税
制
改

正
、
決
算
・
申

告
作
成
の
注
意

点
ほ
か
、
電
子

帳
簿
保
存
法
や

所
得
税
の
定
額

減
税
の
し
か
た

に
つ
い
て
配
布

さ
れ
た
資
料
に

基
づ
い
て
分
か

り
易
く
説
明
し

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

◆
租
税
教
室
開
催

講
師
　
髙
橋
橋
健
朗
副
部
長
・
長
瀬
拓
弥
副
部
長

　

今
年
度
は
５
月

か
ら
７
月
に
か
け

て
五
泉
市
立
村
松

小
学
校
・
大
蒲
原

小
学
校
・
愛
宕
小

学
校
、
新
潟
市
立

新
津
第
三
小
学
校

の
４
校
を
訪
問

し
、
青
年
部
の
役

員
が
講
師
と
な

り
、
女
性
部
員
も

参
加
し
て
租
税
教

室
を
開
催
し
ま
し

た
。
ま
た
、
愛
宕

小
学
校
の
租
税
教

室
に
は
新
津
税
務

署
の
本
間
統
括
国

税
調
査
官
と
新
潟

税
務
署
の
殿
木
税

務
広
報
広
聴
官
が

参
加
さ
れ
ま
し

た
。
講
師
が
税
の

種
類
や
目
的
な
ど

を
説
明
し
た
後
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
活
用
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
中

心
と
し
た
授
業
を

行
い
ま
し
た
。
児

童
は
活
発
に
発
言

や
質
問
を
し
、
税

の
役
割
や
大
切
さ
を
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

◆
研
修
会
・
説
明
会

　

２
月
20
日
に
新
津
商
工
会
議
所
３
階
小
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
た
部
会
の
後
、
川
村
巧
磨
税
理
士

に
よ
る
「
ス
マ
ー
ト
な
節
税
対
策
」
を
テ
ー
マ

に
税
務
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。
自
社
の
理
念

を
前
提
と
し
た
う
え
で
の
各
種
優
遇
税
制
を
用

い
た
具
体
的
な

節
税
の
仕
方
や

経
営
者
と
し
て

大
切
な
こ
と
に

つ
い
て
熱
心
に

お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月

４
日
に
燕
西
蒲

法
人
会
青
年
部

会
主
催
の
、
同

会
及
び
三
条
法

人
会
青
年
部
会

https://www.touzaburou.com/

村松小学校

新津第三小学校

大蒲原小学校愛宕小学校
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島
市
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
１
、６
６
５

名
が
参
加
、
当
会
か
ら
は
２
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
第
１
部
で
広
島
交
響
楽
団
音
楽
総
監

督
の
下
野
達
也
氏
に
よ
る
「
音
楽
・
師
と
の

出
会
い
～
今
、我
々
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
～
」

と
題
す
る
講
演
と
氏
の
指
揮
に
よ
る
広
島
ウ

イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
が
あ
り
、
第

２
部
の
式

典
の
後
開

か
れ
た
第

３
部
の
懇

親
会
で
は

「
マ
イ
・

ハ
ー
ト
弦

と
の
合
同
視

察
研
修
会
に

参
加
し
て
、

西
蒲
区
の
笹

祝
酒
造
㈱
を

視
察
し
ま
し

た
。
酒
蔵
の

中
の
大
き
な

蒸
籠
や
発
酵

タ
ン
ク
の
前

で
、
酒
造
り

に
携
わ
っ
て
い
る
蔵
人
か
ら
酒
造
り
の
工
程

や
辛
口
甘
口
の
製
法
な
ど
の
説
明
を
受
け
た

後
、
参
加
者
は
各
人
が
関
心
を
抱
い
た
研
修

教
材
を
購
入
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
懇

親
会
で
は
、
改
め
て
全
員
が
自
己
紹
介
を

行
っ
て
親
睦
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

８
月
29
日
に
行
わ
れ
た
役
員
会
で
は
、
会

議
の
後
に
新

津
税
務
署
の

池
田
署
長
に

よ
り
、「
使
っ

て
み
る
と
便

利

で

す

キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
納
付

（
ダ
イ
レ
ク

ト
納
付
）」

と
題
し
た
説

明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
資
料
を
用
い
な

が
ら
丁
寧
に
ご
説
明
い
た
だ
き
、
役
員
か
ら

は
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
の
実
際
の
利
用
に
つ
い

て
の
意
見
や
提
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

◆
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
作
品
展
示
作
業

　

令
和
５
年

度
「
絵
は
が

き
コ
ン
ク
ー

ル
」
応
募
作

品
の
、
２
月

15
日
か
ら
行

わ
れ
た
確
定

申
告
会
場
で

の
展
示
作
業

を
行
い
ま
し

た
。
秋
葉
区

役
所
６
階
説

明
会
場
通

路
、
五
泉
市

役
所
４
階
説

明
会
場
、
阿

賀
町
役
場
多

目
的
ホ
ー

ル
、
小
須
戸
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
各
地

区
に
展
示
し
、
多
く
の
市
民
の
方
か
ら
鑑
賞

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
社
会
貢
献
講
演
会

介
護
に
つ
い
て
の
心
構
え
　
介
護
を
す

る
人
た
ち
～
自
分
一
人
に
な
っ
た
ら

　

３
月
７
日

に
新
津
地
域

交
流
セ
ン

タ
ー
に
斎
藤

内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
院

長
・
医
学
博

士
の
斎
藤
忠

雄
氏
を
迎

え
、
介
護
の

現
状
と
介
護

者
の
心
構
え
か
ら
、
今
後
の
医
療
と
介
護
に

つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誰
も

が
直
面
す
る
（
し
て
い
る
）
課
題
解
決
の
助

け
に
と
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

◆
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　
（
広
島
大
会
）

　

「
今
、
み
つ
め
な
お
そ
う
！
多
島
美
の
瀬

戸
・
豊
か
な
里
山
か
ら
」
を
テ
ー
マ
に
４
月

18
日
に
第
18
回
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
広

○ 
○ 
○ 
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（社会貢献活動）古切手・新古タオル回収協力企業名
収集期間：令和５年８月～令和６年８月末［敬称略・受付順］

ご協力ありがとうございましたご協力ありがとうございました

ケアセンターどんぐり様（東蒲原郡阿賀町）
タオル450本

秋葉区社会福祉協議会様
古切手5.5㎏

【新津地区】
㈱川上建設
㈱満日製作所
ＵＤトラックス新潟㈱
㈲新津住設
アフラック㈲ L保険企画
池野社会保険労務士事務所
㈲新潟ワークステーション
Ｂ．Ｄ．コーポレーション㈱
越後天然ガス㈱
帆苅ブロック工業㈱
㈲渡邊産業
㈱横山組

㈲野本時計店
帆苅建材㈱
㈱カサイ
新津商工会議所
㈱坂電工業
アクサ生命保険㈱　新津営業所
神林鐡工㈱
㈱斎藤建設
㈱土田商店
㈲オリジナルガーデン
㈱新興タクシー
㈱飯野建設

【五泉地区】
塚野刺繍㈱
立川布帛工業㈱
㈱近藤建設
㈲ヒグチエレクトリック
㈱川上建設
㈱坂口鉄筋工業

【村松地区】
阿部印刷㈱
㈱松の家
㈲新　瀧
㈲勝樹園

㈲いしかわや
村松商工会

【小須戸地区】
㈱加藤製作所

【東蒲地区】
麒麟山酒造㈱
㈱巴山組
㈲三川農水産加工食品
㈲ダイセイ
西興産㈱
萌芽㈱

「法人税・消費税申告説明会」
「税を考える週間特別講演会」
「社会貢献講演会」
「たなばたコンサート」
参加受講者様よりたくさんのご協
力を戴きました。
ありがとうございました。

クイズだゼイ！

LET’S TRY!
　青年部では、税の啓発を目的とした公益事業として、

部員が講師となって毎年小学６年生と中学１～３年生を

対象とした租税教室を開催する活動を行っています。

　また女性部と共催で税金クイズを実施しています！

酒税の対象となる酒類とはアルコール度数が１％以上の飲料をいう。

◇正解は新津法人会ホームページまたは新津法人会事務局まで◇

 ○    or  × Q. １

日本に消費税が導入されたのは昭和57年である。  ○    or  × Q. ２

高校や大学の授業料にも消費税はかかっている。  ○    or  × Q. ３

な
っ
て
、

税
金
ク
イ

ズ
を
行
い

ま
し
た
。

税
金
に
関

す
る
勉
強

に
な
り
、

正
解
し
て

じ
ゃ
ん
け

ん
で
勝
ち

残
る
と
素

敵
な
賞
品

が
も
ら
え

る
と
い
う

こ
と
で
、

参
加
者
は

熱
心
に
解

答
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

◆
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
修
会

　

８
月
23
日
に
行
わ
れ
た
役
員
会
の
後
、
新

津
税
務
署
の
池
田
署
長
に
よ
り
、「
使
っ
て

み
る
と
便
利
で
す
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付

（
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
）」
と
題
し
た
説
明
会

が
開
催
さ
れ
、
配
布
さ
れ
た
資
料
を
用
い
な

が
ら
丁
寧
に
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
員
交
流
広
場

会
員
交
流
広
場

◆
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

　

９
月
12
日
、
新
津
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
で

第
25
回
新
津
法
人
会
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
当
日
は
、
雨
交
じ

り
の
ス
タ
ー
ト
か
と
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

天
候
に
恵

ま
れ
て
参

加
者
み
な

さ
ん
好
プ

レ
ー
を
発

揮
さ
れ
楽

し
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

新
津
法
人
会
　
青
年
部
　
設
立
30

周
年
記
念
事
業
（
令
和
７
年
10
月

９
日
）
が
始
動
し
ま
し
た
。

石
川
史
嗣
青
年
部
長
よ
り

　

五
泉
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
マ
リ
エ
ー
ル
に

お
い
て
記
念
式
典
並
び
に
記
念
講
演
会
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

実
行
委
員
と
共
に
青
年
部
員
全
員
の
知

恵
と
チ
カ
ラ
で
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

楽
四
重
奏
団
ひ
ろ
し
ま
」
の
沖
田
孝
司
・
沖

田
千
春
両
氏
に
よ
る
心
温
ま
る
ヴ
ィ
オ
ラ
と

ピ
ア
ノ
演
奏
が
あ
り
、
更
に
山
根
神
楽
団
の

「
八
岐
大
蛇
」
の
勇
壮
な
舞
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

◆
た
な
ば
た
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
ハ
ワ
イ
ア
ン
パ
ラ
ダ
イ
ス

　

た
な
ば
た
コ
ン
サ
ー
ト
を
、
７
月
５
日
に

ア
ロ
ハ
メ
イ
ツ
の
み
な
さ
ん
を
お
招
き
し
て

秋
葉
区
文
化
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
梅
雨

雲
が
し
ば
し
途
切
れ
る
空
の
下
、
懐
か
し
い

昭
和
ポ
ッ
プ

ス
を
メ
イ
ン

に
ハ
ワ
イ
ア

ン
演
奏
を
聴

い
た
ほ
か
、

み
ん
な
で
歌

う
コ
ー
ナ
ー

で
は
声
を
合

わ
せ
て
い
ま

し
た
。

◆
税
金
ク
イ
ズ

　

社
会
貢
献
講
演
会
（
３
／
７
）
会
場
で
は

鈴
木
監
事
が
、
た
な
ば
た
コ
ン
サ
ー
ト
（
７

／
５
）
の
会
場
で
は
田
村
部
員
が
進
行
役
と

税金クイズのコーナー

優勝　小柳　陽一氏（写真右）
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（社会貢献活動）古切手・新古タオル回収協力企業名
収集期間：令和５年８月～令和６年８月末［敬称略・受付順］

ご協力ありがとうございましたご協力ありがとうございました

ケアセンターどんぐり様（東蒲原郡阿賀町）
タオル450本

秋葉区社会福祉協議会様
古切手5.5㎏

【新津地区】
㈱川上建設
㈱満日製作所
ＵＤトラックス新潟㈱
㈲新津住設
アフラック㈲ L保険企画
池野社会保険労務士事務所
㈲新潟ワークステーション
Ｂ．Ｄ．コーポレーション㈱
越後天然ガス㈱
帆苅ブロック工業㈱
㈲渡邊産業
㈱横山組

㈲野本時計店
帆苅建材㈱
㈱カサイ
新津商工会議所
㈱坂電工業
アクサ生命保険㈱　新津営業所
神林鐡工㈱
㈱斎藤建設
㈱土田商店
㈲オリジナルガーデン
㈱新興タクシー
㈱飯野建設

【五泉地区】
塚野刺繍㈱
立川布帛工業㈱
㈱近藤建設
㈲ヒグチエレクトリック
㈱川上建設
㈱坂口鉄筋工業

【村松地区】
阿部印刷㈱
㈱松の家
㈲新　瀧
㈲勝樹園

㈲いしかわや
村松商工会

【小須戸地区】
㈱加藤製作所

【東蒲地区】
麒麟山酒造㈱
㈱巴山組
㈲三川農水産加工食品
㈲ダイセイ
西興産㈱
萌芽㈱

「法人税・消費税申告説明会」
「税を考える週間特別講演会」
「社会貢献講演会」
「たなばたコンサート」
参加受講者様よりたくさんのご協
力を戴きました。
ありがとうございました。

クイズだゼイ！

LET’S TRY!
　青年部では、税の啓発を目的とした公益事業として、

部員が講師となって毎年小学６年生と中学１～３年生を

対象とした租税教室を開催する活動を行っています。

　また女性部と共催で税金クイズを実施しています！

酒税の対象となる酒類とはアルコール度数が１％以上の飲料をいう。

◇正解は新津法人会ホームページまたは新津法人会事務局まで◇

 ○    or  × Q. １

日本に消費税が導入されたのは昭和57年である。  ○    or  × Q. ２

高校や大学の授業料にも消費税はかかっている。  ○    or  × Q. ３
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新潟支社/新潟県新潟市中央区上大川前通6番町1214-2（大同生命新潟ビル4F）
TEL 025-228-6226

新潟支店/新潟県新潟市中央区上大川前通6番町1214-2（大同生命新潟ビル6F）
TEL 025-223-6231
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